
※ 国語は学習指導要領の領域及び事項、算数・数学、英語は学習指導要領の領域。
※ 小学校国語「我が国の言語文化に関する事項」については、対象設問がないため、表示していない。
※ 小学校算数「測定」については、対象設問がないため、表示していない。
※ 中学校英語については、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」のみ公表。
※ 数値は、「それぞれの平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×１００」で算出。

 ２　調査結果のレーダーチャート図
　 教科に関する調査における本道の結果について、全国を100としたときの本道の状況をレーダーチャートにより示しています。ま
た、質問紙調査における本道の結果について、特徴が見られる項目を取り上げ、同様に示しています。

　 ア　教科全体

　イ　学習指導要領の内容・領域等

◆小・中学校ともに、全ての教科で全国を下回り、中学校国語が最も全国との差が小さい。

　（1） 小・中学校全教科

◆小学校では、国語の全ての領域及び事項で全国を下回り、「話すこと・聞くことの領域」が全国との差
 　が最も小さい。
◆小学校では、算数の「図形の領域」が全国を上回っている。
◆中学校では、国語の「情報の扱い方に関する事項」が全国を上回っている。
◆中学校では、数学の全ての領域で全国を下回り、「図形の領域」が全国との差が最も小さい。
◆中学校では、英語の全ての領域で全国を下回り、「聞くことの領域」が全国との差が最も小さい。

97.9

97.6

99.4
96.7

96.3

小学校国語

小学校算数

中学校国語中学校数学

中学校英語（「聞くこと」

「読むこと」「書くこと」）

北海道（公立）

全国（公立）

97.9

97.5

99.2

88.0

97.995.7

101.0

97.3

97.6

【国語】

言葉の特徴や

使い方に

関する事項

【国語】

情報の扱い方に

関する事項

【国語】

話すこと・

聞くこと

【国語】

書くこと

【国語】

読むこと

【算数】

数と計算

【算数】

図形

【算数】

変化と関係

【算数】

データの活用

98.4
100.5

99.7

99.5

98.3

99.4

97.999.1

97.1

91.8

99.5

95.1 90.2

【国語】

言葉の特徴や

使い方に

関する事項
【国語】

情報の扱い方に

関する事項
【国語】

我が国の言語文

化に関する事項

【国語】

話すこと・

聞くこと

【国語】

書くこと

【数学】

データの活用

【英語】

聞くこと

【英語】

読むこと

【数学】

関数

【国語】

読むこと

【英語】

書くこと

小学校 中学校

【国語】

言葉の特徴や

使い方に

関する事項

【数学】

数と式
【数学】

図形
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※ 小学校及び中学校の全ての教科「主体的に学習に取り組む態度」については、対象設問がないため、表示していない。
※ 数値は、「それぞれの平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×１００」で算出。

　ウ　評価の観点

　エ　問題形式

98.5

97.9

95.9

97.3

96.3

97.3

【国語】

選択式

【算数】

選択式

【国語】

短答式

【算数】

短答式

【国語】

記述式

【算数】

記述式

100.0 

100.0 

97.4 

99.5 

96.5 

91.0 

98.4 

94.0 

87.4 

【国語】

選択式

【数学】

選択式

【英語】

選択式

【国語】

短答式

【数学】

短答式

【英語】

短答式

【国語】

記述式

【数学】

記述式

【英語】

記述式

99.6 

97.7 

96.1 

99.3 

94.0 

96.9 

【国語】

知識・技能

【数学】

知識・技能

【英語】

知識・技能

【国語】

思考・判断・表現

【数学】

思考・判断・表現

【英語】

思考・判断・表現

北海道（公立）

全国（公立）

97.8

97.6

97.9

97.3

【国語】

知識・技能

【算数】

知識・技能

【国語】

思考・判断・表現

中学校小学校

小学校 中学校

【算数】

思考・判断・

表現

◆小・中学校ともに、全ての教科の「知識・技能」「思考・判断・表現」で全国を下回り、中学校国語の「知識・

技能」が最も全国との差が小さい。

◆小学校では、全ての教科の全ての問題形式で全国を下回っており、国語の「選択式」が最も全国との差

が小さい。

◆中学校では、国語と数学において「選択式」が全国並である。
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　※中学校の項目は〔 〕、数値は「斜体」

※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの児童生徒の割合÷全国（公立）の児童生徒の割合×１００」で算出。

  (2)  小・中学校　児童生徒質問紙調査

◆小学校では、国語の勉強は大切だと回答した児童の割合が、全国を上回っている。
◆中学校では、国語の勉強は好きだと回答した生徒の割合が、全国を上回っている。

   ア　授業改善に関する取組

　イ　国語の学習

◆小学校では、学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている
 　と思うと回答した児童の割合が、全国を上回っている。
◆中学校では、授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思うと回答した生徒の割合
 　が、全国に最も近付いている。

101.3

105.1

97.3

103.1

96.6

95.3

96.5

98.9

109.7

103.2

105.6

102.3

94.5

96.4

104.6

103.4

国語の勉強は好きだ

国語の勉強は大切だ

国語の授業の内容はよく分かる

国語の授業で学習したことは、

将来、社会に出たときに役に立つ

【新】(小)言葉の、相手との好ましい関係を作る

働きについて学んでいる

【新】(中)〔行書の基礎的な書き方を理解して書いている〕

【新】(小)立場や考えの違いを意識して話合い、自分とは

違う意見を生かして自分の考えをまとめている

【新】(中)〔自分の考えをわかりやすく伝えるために、

聞き手の立場に立って効果的な話し方を工夫している〕

【新】(小)感想や意見を学級の友達と伝え合い

自分の文章のよいところを見付けている

【新】(中)〔根拠を明確にするために必要な情報を

資料から引用して書いている〕

【新】(小)物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、

物語全体を具体的にイメージし、どのような表現で

描かれているかに着目している

【新】(中)〔文学的な文章を読み、場面の展開や登場人物の

心情の変化などについて、描写を基にとらえている〕

94.8

98.7

96.8

98.4
100.5

95.2

98.7

95.9

98.4

96.5

96.998.0

93.5

95.8

授業で、自分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組立てなどを工夫して発表していたと思う

授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいたと思う

授業では、各教科などで

学んだことを生かしながら、

自分の考えをまとめる活動を

行っていたと思う

授業は、自分にあった教え方、

教材、学習時間などになっていたと思う

学級の友達〔生徒〕との間で

話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思う

学習した内容について、分かった点や、

よく分からなかった点を見直し、

次の学習につなげることができていると思う

【新】授業で学んだことを、

ほかの学習で生かしていると思う

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）
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  ( 4 )   児 童 生 徒 質 問 紙 調 査

※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの児童生徒の割合÷全国（公立）の児童生徒の割合×１００」で算出。

◆小学校では、英語の勉強は好きだと回答した児童の割合が、全国を上回っている。
◆中学校では、授業では、英語を読んで概要や要点をとらえる活動や、英語を聞いて概要や要点を捉える活動が
 　行われていたと回答した生徒の割合が、全国を上回っている。

   ウ　算数〔数学〕の学習

   エ　英語の学習

◆小学校では、算数の勉強は大切だ、算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと回答した
　 児童の割合が、全国を上回っている。
◆中学校では、数学の勉強は大切だと回答した生徒の割合が、全国との差が最も小さい。

94.0

101.6

91.4

101.0

96.6

98.4

96.5

98.2

算数〔数学〕の勉強は好きだ

算数〔数学〕の勉強は大切だ

算数〔数学〕の授業の内容はよく分かる

算数〔数学〕の授業で

学習したことは、将来、

社会に出たときに役に立つ

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

103.4

97.0

90.789.8

94.4

【新】英語の勉強は好きだ

【新】英語の勉強は大切だ

【新】将来、積極的に英語を使うような生活をしたり

職業に就いたりしたい

【新】これまで、学校の授業以外で、

英語を使う機会があった

【新】家庭学習の課題（宿題）として、

PC・タブレットなどのICT機器を使用して、

月１回程度以上、英語の音声を聞いたり

英語を話す練習をしたりした

小学校

96.4 
92.7 

91.4 

92.9 

90.4 

84.3 

97.4 
100.9 

101.4 

92.0 

90.7 

95.8 

98.3 

94.9 

【新】英語の勉強は好きだ

【新】英語の勉強は大切だ

【新】英語の授業の内容はよく分かる

【新】英語の授業で学習したことは、

将来、社会に出たときに役に立つ

【新】将来、積極的に英語を使うような生活をしたり

職業に就いたりしたい

【新】これまで、学校の授業やそのための

学習以外で、日常的に英語を使う機会が十分にあった

【新】家庭学習の課題（宿題）として、

PC・タブレットなどのICT機器を使用して、週１回程度以上、

英語の音声を聞いたり英語を話す練習をしたりした
【新】授業では、英語を聞いて

概要や要点をとらえる活動が行われていた

【新】授業では、英語を読んで

概要や要点をとらえる活動が行われていた

【新】授業では、原稿などの準備をすることなく、

自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていた

【新】授業では、スピーチやプレゼンテーションなど、

まとまった内容を英語で発表する活動が行われていた

【新】授業では、自分の考えや気持ちなどを

英語で書く活動が行われていた

【新】授業では、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で

英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていた

【新】授業では、聞いたり読んだりしたことについて、

その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを

英語で書いたりする活動が行われていた

中学校
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  ( 4 )   児 童 生 徒 質 問 紙 調 査

 
※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの児童生徒の割合÷全国（公立）の児童生徒の割合×１００」で算出。

　オ　学習習慣、学習環境等

　カ　規範意識、自己有用感、幸福感等

113.6

91.8

98.1

77.5

96.087.8

105.1

99.6

102.5

105.2

89.7

94.2

82.7

100.782.7

114.4

107.8

109.9

よく家で自分で計画を立てて勉強をしている

学校の授業時間以外に、普段、１日1時間以上勉強する

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、

1日1時間以上勉強する

【新】学習塾の先生や家庭教師の先生に

教わっている（インターネットを通じて

教わっている場合も含む）

学校の授業時間以外に、

普段、１日当たり30分以上、読書する

【新】昼休みや放課後、

学校が休みの日に、本を読んだり、

借りたりするために、学校図書館・学校図書室や

地域の図書館に月１～３回程度以上行く

家には、101冊以上の本がある

(雑誌、新聞、教科書は除く)

新聞を月に１回程度以上読んでいる

【新】読書は好きだ

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

92.0

96.4

100.0

98.4

100.4

103.692.2
100.3

91.4

98.4

95.9

98.4
101.3

101.8

102.1

101.8

96.1

102.992.3
98.3

88.9

96.9

99.1

98.5

自分には、よいところがあると思う

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う

【新】先生は、授業やテストで間違えたところや、

理解していないところについて、

分かるまで教えてくれていると思う

将来の夢や目標を持っている

人が困っているときは、進んで助けている

いじめは、

どんな理由があっても

いけないことだと思う

困りごとや不安がある時に、先生や

学校にいる大人にいつでも相談できる

人の役に立つ人間になりたいと思う

学校に行くのは楽しいと思う

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う

【新】友達関係に満足している

【新】普段の生活の中で、幸せな

気持ちになることがよくある

◆小学校では、いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う、人が困っているときは、進んで助けている、

人の役に立つ人間になりたいと思うと回答した児童の割合は、全国を上回っている。

◆小学校では、先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれ

ていると思うと回答した生徒の割合が、全国と同じである。

◆中学校では、いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う、先生は、授業やテストで間違えたところや、

理解していないところについて、分かるまで教えてくれていると思う、先生はあなたのよいところを認めてくれてい

ると思う、将来の夢や目標を持っている、自分にはよいところがあると思うと回答した生徒の割合が、全国を

上回っている。

◆小学校では、よく家で自分で計画を立てて勉強をしている、家には101冊以上の本がある、読書が好きだと回答

した児童の割合が、全国を上回っている。

◆中学校では、家には、101冊以上の本がある、読書は好きだ、新聞を月に１回以上読んでいる、よく家で自分で

計画を立てて勉強をしている、学校の授業時間以外に、普段、１日当たり30分以上、読書すると回答した生徒の

割合が、全国を上回っている。
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  ( 4 )   児 童 生 徒 質 問 紙 調 査

※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの児童生徒の割合÷全国（公立）の児童生徒の割合×１００」で算出。

　キ　ICTを活用した学習状況

◆小学校では、ICTを活用した学習状況に関する全ての質問項目で、全国を上回っている。
◆中学校では、ICTを活用した学習状況に関する全ての質問項目で、全国を上回っている。

105.8

104.0
105.0

103.3 

100.3 
109.7 

授業で、ＰＣ・タブレットなどのICT機器を

週１回以上使用した

学習の中でＰＣ・タブレットなどの

ICT機器を使うのは勉強の役に立つと思う

【新】普段、1日1時間以上、

PC・タブレットなどの

ICT機器を、勉強のために使っている

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

第４期教育振興基本計画では、ウェルビーイングの向上を基本方針の一つに掲げています。

質問項目（例）
☑勉強は好きだ（国語、算数・数学、英語）

☑自分には、よいところがあると思う

☑普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある

☑友達関係に満足している

☑地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う

☑学級生活をよりよくするために学級会（学級活動）で話し合い、互いの意見

のよさを生かして解決方法を決めている など

～教育とウェルビーイング～コラム

ウェルビーイングとは？

○ 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生

きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。

○ 多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、個人を取り巻く場や地域、

社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態にあることも含む包括的な概念。
第４期教育振興基本計画(R5.6.16 閣議決定)より引用

自己肯定感 心身の健康 幸福感 協働性 社会貢献意識 学校や地域でのつながり

自己実現 安全安心な環境 多様性への理解 利他性 サポートを受けられる環境

教育に関連するウェルビーイングの要素

■ 全国学力・学習状況調査には、これらに関連する質問項目がありますので、各市

町村教育委員会や各学校において、自地域や自校の状況を分析する際の参考として

ください。
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　※中学校の項目は〔 〕、数値は「斜体」

※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。

※　数値は、「それぞれの学校の割合÷全国（公立）の学校の割合×１００」で算出。

◆小・中学校ともに、授業改善に関する取組に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、全ての
　 項目で全国を上回っている。

  (3)  小・中学校　学校質問紙調査

◆小・中学校ともに、指導方法に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、全ての項目で全国を
 　上回っている。

　ウ　指導方法

　イ　授業改善に関する取組

　ア　生徒指導等

◆小・中学校ともに、生徒指導等に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、全ての項目で全国
 　を上回っている。

特別の教科、道徳において、児童〔生徒〕自らが

自分自身の問題として捉え、考え、話し合うような

指導の工夫をよくしている

156.4

123.7
109.7

113.9

117.5
107.1

将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導を

よく行った

学級全員で取り組んだり挑戦したりする課題や

テーマをよく与えた

学校生活の中で、児童〔生徒〕一人一人のよい点や

可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組を

よく行った

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

149.6

138.6

134.7

168.9

164.5

105.0

126.4

123.7

126.5

154.1

157.1

110.4

【新】学習指導において、

児童〔生徒〕一人一人に応じて、

学習課題や活動を工夫をよく行った

【新】児童〔生徒〕が、それぞれのよさを生かしなが

ら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点

から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫した

授業において、児童〔生徒〕自ら学級やグループで

課題を設定し、その解決に向けて話し合い、

まとめ、表現するなどの学習活動をよく取り入れた

習得・活用及び探究の学習過程を見通した

指導方法の改善及び工夫をよく行った

各教科等で身に付けたことを、

様々な課題の解決に生かすことが

できるような機会をよく設けた

【新】本やインターネット、図書館資料などを活用した

授業を月に数回程度以上、計画的に行った

149.9

137.0

147.2

146.7

145.8

137.2

158.3

140.0

総合的な学習時間において、課題の設定からまとめ・表現に至る

探究の過程を意識した指導をよくしている

学級生活をよりよくするために、学級会〔学級活動〕で

話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法などを

合意形成できるような指導をよくしている

学級活動の授業を通して、今努力すべきことを学級での話合いを生かして、

一人一人の児童〔生徒〕が意思決定できるような指導をよくしている
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※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。

※　数値は、「それぞれの学校の割合÷全国（公立）の学校の割合×１００」で算出。

　エ　国語の指導方法

◆小・中学校ともに、国語の指導方法に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、全ての項目
 　で全国を上回っている。

◆小・中学校ともに、算数〔数学〕の指導方法に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、全て
　 の項目で全国を上回っている。

　オ　算数〔数学〕の指導方法

129.0

138.7

132.5

125.2

145.8

140.7

130.7

107.4

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

【新】（小）言葉の、相手との好ましい関係を作るなどの働きに

気付くことができる指導をよく行った

【新】（中）〔行書の基礎的な書き方を理解して書くことができる

ような指導をよく行った〕

【新】（小）互いの立場や意図を明確にしながら

計画的に話し合い、 異なる意見を自

分の考えに生かして考えをまとめるこ

とができるような指導をよく行った

【新】（中）〔自分の考えを分かりやすく伝えるた

めに、聞き手の立場に立って効果的

な話し方を工夫することができるよう

な指導をよく行った〕

【新】（小）互いの書いた文章の感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを

見付けることができるような指導をよく行った

【新】（中） 〔自分の考えが伝わる文章になるように、 根拠を明確にするために必要

な情報を資料から引用して書くことができるような指導をよく行った〕

【新】（小）登場人物の人物像や、物語の全体像を具体的に

想像し、表現の効果を考えて読むことができるよう

な指導をよく行った

【新】（中）〔文学的な文章を読み、場面の展開や登場人物の

心情の変化などについて、描写を基にとらえること

ができるような指導をよく行った〕

(小）具体的な物を操作するなどの体験を伴う学習を通して、

数量や図形について実感を伴った理解をする活動をよく行っ

た

（中）〔観察や操作、実験等の活動を通して、数量や図形等の

性質を見いだす活動をよく行った〕

（小）公式やきまり、計算の仕方等を指導するとき、

児童がそのわけを理解できるようによく工夫

していた

（中）〔公式やきまりなどを指導するとき、生徒がそ

の根拠を理解できるように工夫していた〕

133.2

128.3121.1

129.0

148.2119.4

実生活における事象との

関連を図った授業をよく行った
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※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの学校の割合÷全国（公立）の学校の割合×１００」で算出。

　カ　英語の指導方法

142.1

31.8

106.8

【新】学校として外国語教育の充実に

取り組む上で、必要な情報や研修、自己研鑽の機会等を

十分に設けている

北海道(公立)小

全国（公立）

116.1

110.7

115.6

116.7

112.1

121.4118.2

127.5

139.8

71.9

105.9

【新】英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）

概要や要点をとらえる言語活動をよく行った

【新】英語を読んで（一文一文ではなく全体の）

概要や要点をとらえる言語活動をよく行った

【新】自分の考えや気持ちなどを

英語で書く言語活動をよく行った

【新】家庭学習の課題（宿題）として、

生徒にPC・タブレットなどのICT機器を使用して、

英語の学習を週１回程度以上行わせている

北海道(公立)中
全国（公立）

中学校

【新】聞いたり読んだりしたことについて、

生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする

言語活動をよく行った

【新】聞いたり読んだりしたことについて、

その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを

英語で書いたりする言語活動をよく行った

【新】英語担当教員とALTとの間で、

授業のねらいや活動の意図、各学級や一人一人の

生徒の実態等について共通認識を持ち、

協力して授業をよく行った

小学校

【新】（英語）英語の授業以外にも児童が

英語に触れる機会をほぼ毎日設けている
【新】（英語）家庭学習の課題（宿題）として、

児童にPC・タブレットなどのICT機器を使用して、

英語の学習を週１回程度以上行わせている

【新】原稿などの準備をすることなく、

（即興で）自分の考えや気持ちなどを

英語で伝え合う言語活動をよく行った

【新】スピーチやプレゼンテーションなど、

まとまった内容を英語で発表する

言語活動をよく行った

【新】英語の授業以外にも生徒が英語に

触れる機会（イングリッシュキャンプ、

English Day、昼休みの英語での放送等）を

ほぼ毎日設けている

【新】全国学力・学習状況調査の

調査問題や結果を踏まえて、

言語活動の充実等の授業改善や、

定期考査問題やパフォーマンステストの

改善等の学習評価の改善によく取り組んだ

◆小学校では、英語の指導方法に関する質問について肯定的に回答した学校の割合が、英語の授

業以外にも児童が英語に触れる機会をほぼ毎日設けているの質問を除いた全ての項目で全国を

上回っている。

◆中学校では、英語の指導方法に関する質問について肯定的に回答した学校の割合が、英語の授

業以外にも生徒が英語に触れる機会（イングリッシュキャンプ、English Day、昼休みの英語での放

送等）をほぼ毎日設けているの質問を除いた全ての項目で全国を上回っている。
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※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの学校の割合÷全国（公立）の学校の割合×１００」で算出。

 キ　ICTを活用した学習状況

　ク　家庭や地域との連携等

95.3 108.8

103.7

100.6

102.5

109.9
107.3115.5

109.6

116.3

94.6

67.1 93.0 105.5

91.2

100.7

104.7

110.2
109.4119.8

113.2

120.5

90.8

85.6

前年度に、教員が大型提示装置などの

ＩＣＴ機器を活用した授業を、

1クラス当たり週1回以上行った
教員がコンピュータなどの

ＩＣＴ機器の使い方を学ぶために

必要な研修機会がある

コンピュータなどのＩＣＴ機器の活用に関して、

学校に十分な知識をもった

専門スタッフがいるなど技術的に

サポートできる体制がある

児童〔生徒〕一人一人に

配備されたＰＣ・タブレットなどの

ＩＣＴ機器を、授業で週１回以上活用している

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

児童〔生徒〕が自分で調べる場面で

週１回以上使用している

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

児童〔生徒〕が自分の考えをまとめ、

発表・表現する場面で週１回以上使用している
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

教職員と児童〔生徒〕が

やりとりする場面で週１回以上使用している

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

児童〔生徒〕同士がやりとりする場面で

週１回以上使用している

【新】PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を、

児童〔生徒〕が自分の特性や理解度・進度に合わせて

課題に取り組む場面で週１回以上使用している

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って、

児童〔生徒〕が学校外の施設にいる

人々とやりとりする取組を年に１回以上行った

教職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で、

コンピュータなどのＩＣＴ機器をよく活用している

学校では、児童〔生徒〕一人一人に配備された

ＰＣ・タブレット等の端末を、毎日持ち帰って

家庭で利用させている

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

136.4

150.8

86.9

95.2

105.9

149.2

141.1

142.3 121.8

173.8

75.4

106.7

109.8
120.2

126.2

135.6

職場見学や職場体験活動を行っている

〔職場見学や職場体験活動を

１～２日以上実施した〕

教育課程の趣旨について、

家庭や地域との共有を図る

取組をよく行っている

保護者や地域の人が学校の美化、

登下校の見守り、学習・部活動支援、

放課後支援、学校行事の運営などの

活動によく参加している

【新】保護者や地域の人との

協働による取組は、教員の業務負担軽減に

効果があったと思う

【新】コミュニティ・スクールや

地域学校協働活動等の取組によって、

学校と地域や保護者の相互理解は深まったと思う

【新】家庭学習の課題の課し方について、

校内の教職員で共通理解を図った

(教科共通)家庭学習の取組として、

学校では、児童〔生徒〕に家庭での学習方法等を

具体例を挙げながら教えることがよくあった

(教科共通)家庭学習の取組として、学校では、

児童〔生徒〕が行った家庭学習の課題について、

その後の教員の指導改善や児童〔生徒〕の

学習改善に生かすことがよくあった

◆小学校では、ＩＣＴを活用した学習状況に関する質問について肯定的に回答した学校の割合が、前年度に、教員

が大型提示装置などのICT機器を活用した授業を、1クラス当たり週1回以上行った、教職員と家庭との間で連絡

を取り合う場面で、コンピュータなどのＩＣＴ機器をよく活用している、学校では、児童一人一人に配備されたＰＣ・

タブレット等の端末を、毎日持ち帰って家庭で利用させているの３つの質問を除いた全ての項目で全国を上回っ

ている。

◆中学校では、ＩＣＴを活用した学習状況に関する質問について肯定的に回答した学校の割合が、前年度に、教

員が大型提示装置などのＩＣＴ機器を活用した授業を、1クラス当たり週1回以上行った、コンピュータなどのＩＣＴ機

器の活用に関して、学校に十分な知識をもった専門スタッフがいるなど技術的にサポートできる体制がある、教

職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で、コンピュータなどのＩＣＴ機器をよく活用している、学校では、生徒一人

一人に配備された、ＰＣ・タブレット等の端末を、毎日持ち帰って家庭で利用させているの４つの質問を除いた全

ての項目で全国を上回っている。

◆小学校では、家庭や地域との連携等に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、保護者や地域の人が学

校の美化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、学校行事の運営などの活用によく参加している、

保護者や地域の人との協働による取組は、教員の業務負担軽減に効果があったと思うの２つの質問を除いた全

ての項目で全国を上回っている。

◆中学校では、家庭や地域等との連携に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、保護者や地域の人が学

校の美化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、学校行事の運営などの活用によく参加しているの

質問を除いた全ての項目で全国を上回っている。
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　コ　学校運営に関する状況、調査結果の活用、学習評価

※ 【新】と記載しているものは、今年度の新規項目。
※　数値は、「それぞれの学校の割合÷全国（公立）の学校の割合×１００」で算出。

　ケ　小中連携、教職員の資質向上

◆小・中学校ともに、小中連携、教職員の資質向上に関する質問に肯定的に回答した学校の割合が、
　 全ての項目で全国を上回っている。

148.1

136.8

226.7

105.9

124.9

104.5

144.8

127.9

212.0

119.0

134.4

131.7

近隣等の中学校〔小学校〕と、教科の教育課程の

接続や、教科に関する共通の目標設定等、

教育課程に関する共通の取組をよく行った

近隣等の中学校〔小学校〕と、

授業研究を行うなど、

合同して研修を行うことがよくあった

令和４年度の全国学力・学習状況調査の

分析結果について、近隣等の中学校〔小学校〕と

成果や課題を共有したことがよくあった

授業研究や事例研究など、

実践的な研修をよく行っている

児童〔生徒〕自ら学級やグループで課題を設定し、

その解決に向けて話し合い、まとめ、

実現するなどの学習活動を学ぶ

校内研修をよく行っている

個々の教員が自らの専門性を高めるため、

よく校外の各教科等の教育に関する研究会等に

定期的・継続的に参加している

北海道(公立)小

北海道(公立)中

全国（公立）

105.0
97.0

123.4

149.0

125.2123.7

163.4

162.3

218.4 146.3

111.6
105.0

122.9

154.0

156.5129.4

211.3

187.5

245.9 125.1

教員が授業で問題を抱えている場合、

率先してそのことについて話し合うことを

月に数回程度以上行った

教員が学級の問題を抱えている場合、

ともに問題解決に当たることを

月に数回程度程度以上行った

【新】教育課程表（全体計画や年間指導計画等）

について、各教科等の教育目標や内容の

相互関連が分かるように作成している

児童〔生徒〕の姿や地域の現状等に

関する調査や各種データ等に基づき、

教育課程を編成し、実施し、評価して

改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルをよく確立している

指導計画の作成に当たっては、

教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等

を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら

効果的に組み合わせることをよくしている

【新】言語活動について、

国語科を要としつつ、各教科等の特質に応じて、

学校全体として取り組んでいる。

全国学力・学習状況調査の結果を

地方公共団体における独自の学力調査の結果と

併せて分析し、具体的な教育指導の改善や

指導計画等への反映をよく行っている

令和４年度全国学力・学習状況調査の自校の結果

について、保護者や地域の人たちに対して

公表や説明をよく行った

【新】学習評価の方針を児童〔生徒〕に

示した上で、児童〔生徒〕の学習評価の結果を、

その後の教員の指導改善や児童〔生徒〕の

学習改善に生かすことを心がけた

令和４年度全国学力・学習状況調査の自校の結果

について、調査対象学年・教科だけではなく、学校全体で

教育活動を改善するためによく活用した

◆小学校では、学校運営に関する状況、調査結果の活用、学習評価に関する質問について肯定的に

回答した学校の割合が、教員が学級の問題を抱えている場合、ともに問題解決に当たることを月に

数回程度以上行ったの質問を除いた全ての項目で全国を上回っている。

◆中学校では、学校運営に関する状況、調査結果の活用、学習評価に関する質問について肯定的に

回答した学校の割合が、全ての項目で全国を上回っている。
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